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1 

 

別紙                    氏 名  芦原 美佳子       

質 問 事 項 

 

№  １   

市政運営について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（１）市長就任２年の成果と今後の抱負について 

市長は、就任から丸２年を迎え、公約に掲げた政策を着実に進めてこ

られた。初当選後からこの２年間の成果をどのように捉えているのか、

また、任期後半の抱負について伺う。 

 

（２）財政運営について 

本市の2025年度当初予算案では、一般会計の総額は過去最高の316憶４

千万円となっている。昨年作成された、「おしえてあさぴー！尾張旭市

の財政（令和６年度版）」には、健全な財政運営を行うため歳入確保や

歳出削減についての取組が示されているが、特に重点を置く取組につい

て伺う。 

 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  芦原 美佳子             

質 問 事 項 

 

№  ２   

「安全安心」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（１）避難所の環境改善に向けて 

能登半島地震の教訓を踏まえ、避難所環境の整備が急がれている。内

閣府は全国の都道府県及び市町村における食料やトイレなど災害用物資

備蓄状況を公表した。これまでの大規模災害の教訓を基に、トイレ・

キッチン・ベッド(ＴＫＢ)の迅速な備蓄や、被災者が尊厳ある生活を営

むための国際基準である「スフィア基準」の導入など、避難所の環境改

善を強力に進める必要がある。本市の現状と今後の対策について伺う。  

 

（２）上下水道の点検強化と老朽化対策について 

埼玉県八潮市の道路陥没事故においては、一日も早い救助と復旧作

業、住民が平穏な暮らしを取り戻すための支援が急務である。今回の事

故により、全国的に自分の住む地域のインフラへの不安が生じている。

本市における上下水道の点検強化や、老朽化対策について見解を伺う。 

 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  芦原 美佳子            

質 問 事 項 

 

№  ３   

「健康・福祉」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

1 （１）健康づくり事業の充実について 

2    本市ではらくらく筋トレ体操をはじめ、様々な健康づくり事業が、地       

3   域の公民館や集会所等で実施されている。健康寿命延伸に大きく貢献す  

4   る事業だが、高齢化に伴う様々な課題を伺う。高齢化が更に進んでも、   

5   いつまでも元気に参加できる環境整備やサポートが必要だと考える。健   

6   康づくり事業の継続、充実を図るための取組について見解を伺う。 

7   

（２）予防接種制度の充実について 

施政方針には「帯状疱疹ワクチン接種費用の助成については、定期接

種化に伴い高齢者の自己負担額を軽減するなど、内容の充実を図る。ま

た風しん予防接種についても、接種対象者を拡大するなど、予防接種制

度の充実に取り組む」とされている。帯状疱疹ワクチン接種費用の助成

については、現在実施している50歳以上の方を対象とした助成制度の継

続の声も寄せられている。予防接種制度の充実について具体的にどのよ

うに図られるのか伺う。 

 

1 （３）地域福祉課の設置について 

2    来年度より重層的支援体制の整備を念頭に、生活困窮者の自立支援や   

3   生活保護制度の一体的な相談体制を整備するため、地域福祉課が設置さ    

4   れ新体制となる。福祉部門の総合相談窓口である福祉相談窓口の設置が 

5   検討されているが、これまでの課題や新体制となり期待される効果、強   

6   化する取組について伺う。 

7  

（４）認知症対策について 

認知症基本法には、認知症の方を含めた国民一人一人が共に支え合い

ながら共生する社会の実現を目指すとうたっている。政府は、認知症施

策推進基本計画を決定し、地方自治体は努力義務で認知症施策推進計画

を策定し、実情に応じた取組を進めることが示された。誰しもが認知症

になり得る時代が到来している今、本市でも計画を策定し、対策を推進

すべきと考えるが、本市の認知症対策について見解を伺う。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  芦原 美佳子             

質 問 事 項 

 

№  ４－１  

「子育て・教育」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（１）保育所の整備と諸課題への対応について 

本市では、令和６年７月に小規模保育事業所１か所を開設。またこの

春には小規模保育事業所１か所、令和８年４月に民間保育所２か所を開

設予定で、喫緊の課題である待機児童の早期解消が期待される。保育の

受皿が拡充した後は、これまでも課題であった育休退園の廃止や、2026

年度から全国の自治体で実施予定のこども誰でも通園制度の実施に向け

ての対応が求められる。これら諸課題の対応について見解を伺う。 

 

（２）放課後児童対策について 

放課後児童対策については、待機児童が発生しており、多様なニーズ

が寄せられている。施政方針では、「放課後児童クラブの待機児童解消

のため、定員拡充を図る既存民間学童クラブの移転について、施設改修

費等の補助金を交付します」とされている。こども家庭庁・文部科学省

の放課後児童対策パッケージ2025では、待機児童の発生状況についての

偏りや、補助事業の活用、関係部局間・関係者間の連携等の課題やその

対応策が示されている。 

本市では、放課後児童対策の課題をどのように捉え、今後どのように

取り組まれるのか見解を伺う。 

 

（３）こども家庭センターについて 

本市では、こども子育て部に「こども家庭課」を新設し、こども家庭

センターが整備される。これまでの体制での課題や新体制となり期待さ

れる効果、強化する取組について伺う。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  芦原 美佳子            

質 問 事 項 

 

№  ４－２  

「子育て・教育」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（４）学校体育館のエアコン設置について 

学校体育館は、災害時には避難所にもなることから、政府は、学校体

育館への空調整備の加速化を進め、早期実施に向けた支援を行ってい

る。国の空調設備整備臨時特例交付金や、地方交付税措置を通じた光熱

費などの運用経費支援を活用し、エアコン設置を前倒しして整備する自

治体も増えている。 

本市では今年度、中学校体育館の空調整備工事を実施するが、小学校

についても早期整備に向けて検討していただきたい。学校体育館のエア

コン設置について、改めて見解を伺う。 

 

（５）不登校対策について 

来年度は西中学校での校内教育支援センター開設や、教育支援セン

ターの利用者増加に伴う保護者連絡システムの運用など更なる支援体制

が図られる。 

昨年、文部科学省は“不登校児童生徒が欠席中に行った学習の成果に

係る成績評価について”通知を出し、そこには具体的な取組例が挙げら

れている。 

誰一人取り残されない学びの保障に向けた不登校対策（ＣＯＣＯＬＯ

プラン）には、より広域の子供たちや保護者につながれるよう、オンラ

インによる支援機能の強化や、成果の成績への反映、メタバースの活用

の研究についても挙げられている。本市での不登校対策の取組成果や課

題、「誰一人取り残されない学びの保障」に向けた今後の展望について

伺う。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  芦原 美佳子             

質 問 事 項 

 

№  ５   

「経済・多様性」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（１）物価高騰対策について  

長期に及ぶ物価高騰は家計や事業活動に深刻な負担を与えている。低

所得世帯への給付金の迅速な実施や、重点支援地方交付金を効果的に活

用し、地域の実情に合わせて物価高騰の影響を受けている生活者や事業

者へのきめ細やかな支援を行うことが必要である。 本市の物価高騰対

策の取組について優先したポイントについて伺う。 

 

（２）まちのにぎわいの創出について 

本市では、「おいしい紅茶日本一のまち」として、紅茶フェスティバ

ルをはじめ、様々な紅茶に関わる取組を実施してきた。また、魅力商品

開発プロジェクト「旭色」は第５弾をスタートさせる。これまで実施し

てきた取組への評価、課題、今後の展開について伺う。 

 

（３）多様性社会の推進について 

来年度からスタートする第３次尾張旭市男女共同参画プランは、表紙

に～多様性社会実現のために～と記され、ジェンダー平等社会の実現に

向けた取組が進められる。 基本目標のひとつに多様性社会実現のため

の意識改革を掲げているが、今後、特に重点を置く取組について伺う。 

 

 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  芦原 美佳子            

質 問 事 項 

 

№  ６   

「環境・都市基盤」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（１）三郷駅周辺まちづくり事業について 

三郷駅周辺まちづくり事業は、スタート時は2027年度の工事完了を目

指していたが、昨年９月議会の他会派議員の質問に対する答弁の中で、

再開発組合では、物価高騰や人材不足などによる事業費の増大に対し、

事業成立性を確保するために施設計画を含めた事業計画の見直しを進め

ているとの答弁があった。まちのにぎわいの創出に寄与する当事業を心

待ちにする声が寄せられるが、一方で、資金計画や工期などの事業計画

の変更について、注目が集まっている。現時点での変更内容や事業スケ

ジュール等について見解を伺う。 

 

（２）公共交通の充実に向けて 

超高齢化が進む中、年々、移動手段に関する要望の声が高まってい

る。本市では今年度、愛知県事業のＡＩオンデマンド交通実証事業の実

施やあさぴー号の印場駅～愛知医大区間の試験運行、バスロケーション

システムの導入など新たな試みを行った。 実証事業の実施結果や課

題、移動手段の充実に向けた今後の取組について伺う。 

 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  芦原 美佳子            

質 問 事 項 

 

№  ７   

「共創・行政経営」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（１）行政組織変更について 

令和７年４月の行政組織の変更では、市長公室に健康都市・スポーツ

課を設置し、芸術文化に係る文化振興係を生涯学習課へ移管する。行政

組織変更により期待される効果、強化する取組について伺う。 

 

（２）市制５５周年記念事業について 

市制50周年の際はコロナ禍の影響で、自粛しながらイベント等が行わ

れた。市制55周年をどのように盛り上げＰＲされるのか。市制55周年記

念事業への市長の想いと取組について伺う。 

 

 

 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 


